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下道英明　初当選下道英明　初当選氏氏
令和４年洞爺湖町長選挙令和４年洞爺湖町長選挙

氏　名 党　派 年　齢 得 票 数

下道　英明 無所属 61 歳 2,750 票

真屋　敏春 無所属 72 歳 2,126 票

男 女 合計
当日の有権者数 3,271 人 3,892 人 7,163 人

当日の投票者数 1,448 人 1,715 人 3,163 人

期日前投票者数 　757 人 1,019 人 1,776 人

投票者数の合計 2,205 人 2,734 人 4,939 人

投票率 67.41％ 70.25％ 68.95％

　
任
期
満
了
に
伴
う
洞
爺
湖
町
長

選
挙
が
４
月
10
日
に
即
日
投
開

票
さ
れ
、
新
人
の
下
道
英
明
氏

（
61
）
=
前
洞
爺
湖
町
議
会
議
員

=
が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
町
長
選
挙
に
は
下
道
氏
と
現
職

の
真
屋
敏
春
氏
が
立
候
補
し
、
一

騎
打
ち
と
な
り
ま
し
た
。
投
開
票

日
当
日
の
有
権
者
数
は
７
１
６
３

人
。
期
日
前
を
含
む
投
票
者
数

は
４
９
３
９
人
。
投
票
率
は
68
・

95
％
。
２
０
１
８
年
の
前
回
選
挙

と
比
較
す
る
と
、
投
票
者
数
は

３
９
６
人
減
、
投
票
率
は

０
・
36
ポ
イ
ン
ト
増
と
な

り
ま
し
た
。
無
効
票
は
63

票
で
し
た
。

　
下
道
氏
は
、
２
０
１
０

年
に
町
議
会
議
員
に
初
当

選
し
、
16
~
19
年
は
副
議

長
を
務
め
ま
し
た
。
町
長

選
挙
は
、
前
回
に
続
く
２

度
目
の
出
馬
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
選
挙
戦
で
は
、

不
祥
事
が
続
い
た
役
場
の

改
革
や
、
子
育
て
支
援
、

経
済
対
策
の
拡
充
な
ど
を

訴
え
ま
し
た
。
民
間
出
身

者
の
首
長
就
任
は
洞
爺
湖

町
と
し
て
は
初
め
て
と
な
り
ま

す
。11

日
に
は
役
場
で
当
選
証
書
付

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
管

理
委
員
会
（
小
田
桐
勝
太
郎
選
挙

管
理
委
員
長
）
か
ら
証
書
を
受
け

取
っ
た
下
道
氏
は
「
後
援
会
の
支

持
者
や
応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
再
挑
戦
し
、
当
選
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
っ
と

ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

選挙結果選挙結果

投票結果投票結果

投票所 投票者数 投票率
第１投票所

( 洞爺湖町役場 )       693 人 78.93％

第２投票所
( 虻田ふれ合いセンター )       577 人 64.18％

第３投票所
（あぶたコミュニティセンター）      880 人 65.14％

第４投票所
( あぶた母と子の館 ) 1,278 人 68.89％

第５投票所
( 洞爺湖文化センター )       630 人 69.08％

第６投票所
( 洞爺総合センター )       580 人 70.65％

第７投票所
( なるか愛郷の家 )       165 人 65.22％

第８投票所
( アグリ館とれた )       136 人 70.10％

各投票所の投票結果各投票所の投票結果

当選証書を受け取る下道氏当選証書を受け取る下道氏



広報とうやこ　2022 年５月広報とうやこ　2022 年５月５

「
信
頼
さ
れ
る
役
場
に
」

「
信
頼
さ
れ
る
役
場
に
」

              
        

下
道
町
政
、
始
動
へ

下
道
町
政
、
始
動
へ

　
初
当
選
を
果
た
し
た
下
道
英
明

氏
に
町
長
就
任
に
向
け
た
抱
負
な

ど
を
聞
き
ま
し
た(

取
材
は
４
月

11
日)

　
「
新
人
と
い
う
こ
と
で
、
新
し

　
「
経
済
対
策
は
当
然
の
こ
と
な

　
「
１
９
７
７
年
の
有
珠
山
噴
火

で
被
災
し
た
時
、
私
は
ま
だ
高
校

生
で
し
た
。
以
降
も
有
珠
山
は
周

期
的
に
噴
火
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
の

資
格
を
取
得
し
て
い
る
の
で
、
防

災
に
関
し
て
は
そ
の
知
見
を
生
か

し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
町
と
民
間
が
連
携
し
、
責
任
感

を
持
っ
て
対
策
を
進
め
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
す
。
最
新
の
デ
ー
タ

を
参
考
に
し
、
避
難
ル
ー
ト
の
変

更
も
含
め
て
防
災
体
制
を
整
備

し
、
町
民
の
安
全
確
保
に
努
め
ま

す
」

　
「
昨
年
は
、
町
民
へ
の
暴
言
な

ど
役
場
の
不
祥
事
が
続
き
、
行
政

に
対
す
る
町
民
の
信
頼
を
損
ね
て

し
ま
い
ま
し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
が
第
一

で
す
」

い
風
を
求
め
る
声
に
後
押
し
し
て

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
役
場
が

硬
直
化
し
て
い
る
上
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
時

代
の
閉
塞
感
も
あ
り
、
選
挙
戦
の

中
で
は
﹃
新
た
な
風
を
吹
か
せ
た

い
﹄と
い
う
空
気
を
感
じ
ま
し
た
」

が
ら
必
要
で
す
。
特
に
子
育
て
世

代
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
出
産
祝
い
金
の
拡
充
や
保
育

料
の
完
全
無
料
化
、
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
助
成
な
ど
の
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
高
齢
者
に
対
す
る
政
策
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
地
域
公
共
交
通
の
整

備
な
ど
高
齢
者
の
足
を
支
え
る
対

策
を
進
め
ま
す
」

　
「
温
泉
街
は
洞
爺
湖
町
の
心
臓

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
が
、
復

活
に
向
け
て
経
済
対
策
を
含
め
た

方
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
」

　
「
洞
爺
湖
町
は
小
さ
な
ま
ち
で

す
が
、
交
流
人
口
の
多
い
ま
ち
で

す
。
交
流
人
口
の
多
さ
は
、
ま
ち

の
活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
食
と

観
光
、
農
業
や
水
産
業
と
い
っ
た

魅
力
も
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
暮
ら
す
洞
爺
湖
町
民

は
、
噴
火
湾
や
洞
爺
湖
、
有
珠
山

と
い
う
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
美

し
い
景
観
を
楽
し
む
だ
け
で
は
な

く
、
時
に
噴
火
に
よ
っ
て
生
活
が

脅
か
さ
れ
る
覚
悟
を
持
っ
た
人
々

で
す
。
覚
悟
を
持
っ
た
人
々
が
自

然
を
守
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
魅
力
を
磨
く
た
め
、
私
も

覚
悟
を
持
っ
て
子
育
て
世
代
か
ら

高
齢
者
ま
で
希
望
の
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
一
歩
一
歩
進
め
ま
す
」

下
道
氏

　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

—

町
長
と
し
て
ま
ず
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組

み
ま
す
か

—

当
選
し
た
要
因
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か

—

防
災
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
か

—

観
光
業
が
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が

—

役
場
改
革
以
外
で
は
ど

の
よ
う
な
政
策
を
進
め
ま

す
か

—

最
後
に
抱
負
を
お
願
い

し
ま
す

しもみち・ひであき。成城大学経済学
部卒。証券会社勤務、塾講師などを経て
2010 年、洞爺湖町議会議員に初当選。
61 歳。洞爺湖町出身。

略 歴

町長就任に当たって抱負などを語る下道氏町長就任に当たって抱負などを語る下道氏


	kosei_Part4
	kosei_Part5



